

   





 

 









半径の円に外接する の二等辺三角形　　　　　　　　図

において，とすると，が最小となる

ときの の値を求めよ。　，早稲田大学）　　　　　
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（黄金比）のとき，は最小。
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　コメント

半径の円に外接する二等辺三角形で，等しい辺（ ）が最小となるのは，，

つまり△が正三角形のときと思いがちだが，違う。
 




 




で，　であり，であるから，頂角がより大きい二等辺三角形のときとなる。

 
二等辺三角形の問題 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 





 







 

 

 





この問題では，となっていることが重要である。辺の中点を，点から

辺におろした垂線の足をとすると，，

つまり「黄金比分割」となっている。

また，△△　より，……　となっている。

は，  の解であるから，  ……

より，    


 










  
   となり，

△，△　においては，　  　となっている。

この関係は，  




















としても確かめられる。

すると，     
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さらにより，･   

 　であり， 


 　となり，

　と，ここにも「黄金比分割」を見出すことができる。

そして，＝

 


  





 　  　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

結論　　半径１の円に外接する の二等辺三角形　　　　　　　　　　　

では，図のようなときに　等辺  は最小となる。　　　　　　　　　図　　

このとき，  




 


であり，　　　　　　　

の最小値は，   



 
 


　となる。

また，このときの△の面積は，

△



   


   


 




 
 


 となる。  ，

辺の長さも面積も　（黄金比）の累乗で表されるところが素晴らしく，美しい三角形

といえるだろう。正三角形の場合と比較してみるとよい。　（続）
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